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私たちは､一人でも多くの人が、
｢人生100年時代｣を

ワクワク、楽しく生きていける、
日本発の｢ライフシフト社会｣を創りたい。

◼ライフシフト･ジャパン(LSJ)のビジョン
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◼LSJの活動① ライフシフターの発掘･紹介

｢実践！50歳からのライフシフト術｣
NHK出版 (2018年12月発売）

■HP連載コンテンツ

｢ライフシフター･インタビュー｣
（2017年～/100名以上のロールモデルが登場）

｢60歳の迎え方 定年後の仕事と暮らし｣
KADOKAWA  (2025年12月発売）
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◼LSJの活動② 個人のライフシフト支援

◼ 100年ライフをデザインするワークショップ『LIFE SHIFT JOURNEY』
◼ 1on1スタイル『あなたの｢変身資産｣発見ダイアログ』

・個人向けに毎月2～3コースを開講 ・アセスメント＋1on1を個人向けに提供
（毎月25セッション）
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◼ LSJの活動③ 企業･組織の変革を推進する活動

◼ 企業内個人のライフシフト支援
◼ ｢人生100年時代｣に対応した企業のキャリア理念形成の支援

など、

これまでに40社程度の大手企業において、
社内セミナー、研修、ワークショップなどを実施。
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◼ LSJの活動④ ライフデザイン/組織変革支援者の養成

◼ ライフシフト・パートナー  ◼ KXオーガナイザー（KXO）

⚫ 2022年スタート
⚫ 個人のライフシフト支援を中心とした

“学び”と“実践”のコミュニティ
⚫ 現在、約140名のパートナーが全国で活動中

⚫ 2024年スタート
⚫ 人生100年時代の｢組織の進化｣を推進する

プロフェッショナル
⚫ 現在、約30名のKXOが全国で活動中
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人生100年時代×人的資本経営

｢“人”が主役の会社｣

一人ひとりが､人生の主人公として､
学び続け､変わり続けることが出来る会社
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◼｢“人”が主役の会社｣をつくる5つの視点

①一人ひとりが､そのままの自分を解放していること
（ウェルビーイング、心理的安全性）

②多様な属性､多様な価値観を持った仲間に溢れていること
（D&I、正社員時代の終焉）

③部署､社内外の枠を超えたつながりから､共創が生まれていること
（オープンイノベーション、マルチリレーション社会）

④一人ひとりの想いや好奇心が事業創造や組織変革の起点となっていること
（エンゲージメント、両利きの経営、キャリア自律）

⑤一人ひとりが学び続け､変わり続ける機会に溢れていること
（リスキリング、人的資本経営）
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◼｢“人”が主役の会社｣の両輪

人生の主人公としての

個人の目覚め
“人”を主役とした

組織の進化

｢“人”が主役の会社｣の両輪

⚫ 人生の主人公として生きようとする意志
⚫ 会社に依存しない自立心
⚫ プロフェッショナル意識
⚫ キャリア自律/キャリア･オーナーシップ
⚫ ｢人生100年時代｣をポジティブに生きる

⚫ ｢会社主語の経営｣から｢社員主語の経営｣へ
⚫ コミュニティとしての｢職場｣の再創造
⚫ 多様なコミュニティが躍動する組織へ
⚫ “学び続け､変わり続ける組織”になる
⚫ Do-ingよりもBe-ingが大切

(何をするか) (どうあるか)
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◼ライフシフト･ジャパンが提供するサービス/ツール

人生の主人公としての

個人の目覚め
“人”を主役とした

組織の進化

◼ライフシフター･インタビュー
・人生100年時代のロールモデル

◼ライフシフトの法則
・100年ライフをデザインするフレームワーク

◼変身資産アセスメント
・一人ひとりの“変わるチカラ”を可視化する

◼ LIFE SHIFT JOURNEY
・100年ライフをデザインするワークショップ

◼KXメガネ
・“人”と会社の関係性を可視化するツール

◼KXメソッド
・“人”を起点とした組織進化メソッド

◼KXの道具箱
・組織進化の実践をサポートするツール･ボックス

◼KXオーガナイザー養成講座
・組織進化の推進者を養成するプログラム
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“人”を主役とした

組織の進化
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◼ 《KX》とは

《KX》＝カイシャ･トランスフォーメーション

一人ひとりが、自身の職場・仕事環境を、
つながりの再創造を通して生まれた仲間とともに、

さまざまな道具を活用しながら、
｢“人”が主役の会社｣へと変えていく

組織進化のプロセス
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｢“人”が主役の会社｣をデザインするフレームワーク

＜KX メソッド＞
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＜KX メソッド①＞

ありたい姿を見出す
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＜KX メソッド②＞

変化のサイクルを回す
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＜KX メソッド③＞

旅の仲間と交わる
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＜KX メソッド④＞

道具を活かして変わる
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KXオーガナイザー(KXO)とは、

KXメソッドを活用して､
｢組織の進化｣を推進するプロフェッショナル。
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KXOは､どこにいる？

KXO

KXO

KXO

KXO

KXO

会社のトップやマネジメント部門で組
織開発の役割を担う人たち

それぞれの職場で､
モヤモヤを解消すべく動き出す人たち

会社の外側から会社をより良くしよう
とする専門家の人たち

タイプA

タイプB

タイプC
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Part 1 

全体像の把握・理解

【Day1】8/23(日) 9:00～12:30

KXの世界観・哲学
●｢“人”が主役の会社｣とは?
●KXとは? 

【Day2】8/30(日) 9:00～12:30

KXメソッド概論
●＜KX メソッド①＞ありたい姿を見出す
●＜KX メソッド②＞変化のサイクルを回す
●＜KX メソッド③＞旅の仲間と交わる
●＜KX メソッド④＞道具を活かして変わる

Part 2 

事例研究を通した体系理解

【Day3】9/14-20日程は各チームにて決定

Phase1 “Team”
●A社の事例研究を通してPhase1 を考える

【Day4】9/21-27日程は各チームにて決定

Phase2 “Community”
●B社の事例研究を通してPhase2 を考える

【Day5】10/5-11 日程は各チームにて決定

Phase3 “Formulization”
●C社の事例研究を通してPhase3を考える

【Day6】10/12-18日程は各チームにて決定

Multi Company
●マルチカンパニー方式のKX JOURNEYを考える

*10/4（日）に中間レビュー会を実施する予定です。参加は任意です。

◼ KXO ４期生トレーニングプログラム

Part 3

実践に向けての構想創り

【Day7】11/1 (日) 10:00～15:00/昼食休憩1時間

｢私のKX構想｣
プレゼンテーション
●想定企業でのKX構想シナリオ作成
●事前学習 : ｢X社のKX構想｣プレゼンテーションの作成

【Day8】11/15 (日) 10:00～15:00/昼食休憩1時間

｢KXO修了研究｣
プレゼンテーション
●自身の興味関心・強みを生かしたKXOとしてのビジョ
ン・アクションプラン構築
●事前学習 : KXO Vision/Action Sheetの作成
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◼ 《KX》のクレド（行動指針）

私から始まる､KX。
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｢“人”が主役の会社｣をデザインするフレームワーク

＜KX メソッド＞
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We-ing phase 0

I 

《KX JOURNEY》

心が騒ぐ

旅に出る

自分と出会う

学びつくす

主人公になる

｢個人の目覚め｣
(LIFE SHIFT JOURNEY)
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We-ing phase 1

Team

未来が言葉になる
●ありたい姿（Common Good）の萌芽創出

心を解き放つ
●「モヤモヤ」と向き合う

●「カイシャへの隷属」からの解放の起点"

冒険を始める
●自己との対話≒カイシャ・クラフティング

⇒「何がしたくて、どうありたくて、このカイシャに来たの?」
●自己との対話を深める「旅の仲間」の登場

想いが溶け合う
●「同志」の獲得
●「I⇒We」への視座の転換
●「熱意（enthusiasm）」の醸成

私たちが変わる
●活動を通したチームの変容

《KX JOURNEY》
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We-ing phase 2

Community

心を解き放つ 
●「先入観・思い込み」を取り去り、

状況を「ただ見る」
●「キーパーソン」になったつもりで

見えている景色を想像する

私たちが変わる
●活動を通したコミュニティの変容

冒険を始める
●キーパーソンとの対話

≒創発的カイシャ・クラフティング
⇒テーマの「わがごと化」 

想いが溶け合う
●「師・庇護者・預言者」の獲得
●「We」の視座向上 

未来が言葉になる
●“ありたい姿（Common Good）の構想化

《KX JOURNEY》
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We-ing phase 3

Formalization

心を解き放つ 
●「全体を見る」
●「経営メンバー/事業責任者」に

なったつもりで見えている景色を想像する

私たちが変わる
●ありたい姿の実現を通した

組織の進化

冒険を始める
●経営メンバー/事業責任者との対話

≒創発的カイシャ・クラフティング
会社/事業の「わがごと化」

想いが溶け合う
●「領主・寄贈者」などの獲得
●「官僚」との協調
●「We」の視座のさらなる向上

未来が言葉になる
●"ありたい姿（Common Good）

の具現化

《KX JOURNEY》
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“想い”ドリブン

© 2025 LIFE SHIFT JAPAN, Inc.
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３つのKXメガネ

デジタルカード版 リアルカード版 ウェブ版

© 2025 LIFE SHIFT JAPAN, Inc.
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KXOコミュニティ
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KXO 行動指針対外的な活動における視座・姿勢

“人”が主役の会社づくりを目指そう!
「個人の目覚め」と「組織の進化」の両輪を回そう！

“カイシャ”を「会社を主語にした経営」から
「“人”を主語にした経営」に変えていこう！

KXの“ありたい姿”を実現しよう＝KX ５つの視点・25のブレイクスルー

一人ひとりが持つ可能性を信じて、“私からはじまるKX”を実現しよう！

KXの灯を絶やさず“Never Give Up”の精神でいこう！

KXの仲間を増やしていこう！

会社は何のために存在するのかを考え続けよう！
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KXOコミュニティ基本指針
KXOが“同志”として活動していく上で、大切にしたい姿勢

Innovative 
組織変革、組織開発の新たな地平を創造しよう。

これまでの常識や枠組みにとらわれずに、新たなモノを生み出していく姿勢を強く持とう。

Collaborative 
協働し、共創しよう。

ある時は同志として、ある時は師として、ある時は寄贈者として。全員が、旅の仲間であり続けよう。

Transformational 
世界観はある。ビジョンもある。でも、定められた型はない。

試行錯誤を重ね、ともに学び続け、変わり続けながら前進しよう。

Empathy 
同じ世界に共感しながらも、一人ひとりは独自の個性を、大切にしたいものを持っている。

相互にその心情を汲み、尊重しあう姿勢を大切にしよう。

Flat 
これまでの豊かな知見をフル活用しよう。

でも、過去の実績に決してとらわれずに、鎧は脱ぎ捨て、フラットな意識・姿勢で交わろう。
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■KXO の皆さんとともに創り上げる

｢KXOコミュニティ｣

KXの思想体系、メソッドを活用して｢組織の進化｣を推進し、
｢“人”が主役の会社｣を育んでいく実践コミュニティ
このコミュニティ活動を通して知が生まれ、実践が生まれ、協働が生まれる

●定例ミーティング
偶数月の第１土曜日 10:00-11:30

●KXO合宿
冬（1-2月）と夏（7-9月）に一泊２日にて実施

●｢実践的研究｣
①実践的理論研究 ②実践的ケーススタディ ③実践的ビジネスモデル
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KXO 合宿#00,01



35© 2025 LIFE SHIFT JAPAN, Inc.
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KXO 合宿#02



37© 2025 LIFE SHIFT JAPAN, Inc.
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◼ 応募資格

①ライフシフト・ジャパンの活動に共感し、ともに100年ライフを楽しめる社会
の創造を目指す方

②組織変革や組織開発、人材開発、キャリア支援などの活動をされている方
＊企業・団体での役職、職務内容などの規定、特別な資格は必要ありませんが、5年以上の活動経験のある方を歓迎します。

③4日間のトレーニングプログラムすべてに参加可能であり、期間中のチーム活
動にもコミットすることができる方

④KXOのあり方を共に考え、KXツールなどの創造、アップデートに積極的に関
わって頂ける方

⑤KXOの交流、協働の場である「KXOコミュニティ」の活動の推進に積極的に
コミットして頂ける方

⑥ZoomとGoogle Driveが使用できるパソコン、メールアドレス、オンライン環
境が整っている方
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◼ 料金体系

■トレーニングプログラム受講料

・ 132,000円(税込)
*５月中にお申し込み頂いた方は110,000円(税込)

■登録料・年会費・更新研修料

・登録料(初回のみ)：5,500円(税込)
・年会費(システム利用料)：11,000円/年(税込)
・更新料(3年に1回)：22,000円(税込)

＊更新研修料を含みます。
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https://kxo20260512.peatix.com/view

https://kxo20260512.peatix.com/view
https://kxo20260512.peatix.com/view
https://kxo20260512.peatix.com/view
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◼ 応募に際しての補足事項

ワークショップ 「LIFE SHIFT JOURNEY」の受講を推奨します(ライフシフト・ジャパン主催)

今後の「LIFESHIFT JOURNEY」の開催予定

●2026年5月期

1Dayコース②（9:30～17:00）：5/17（日）

1Dayコース③（9:30～17:00）：5/23（土）

●2026年6月期

3Days・木曜コース（19:30～22:00）：6/4、11、18（木）

1Dayコース②（9:30～17:00）：6/14（日）

1Dayコース③（9:30～17:00）：6/27（土）

●2026年7月期

1Dayコース①（9:30～17:00）：7/11（土） 

1Dayコース②（9:30～17:00）：7/20（月・祝） 

1Dayコース③（9:30～17:00）：7/26（日） 
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